
世界かんがい施設遺産とは、かんがいの歴史・
発展を明らかにし、理解醸成を図るとともに、か
んがい施設の適切な保全に資するために、建設か
ら100年以上経過し、かんがい農業の発展に貢献
したもの、卓越した技術により建設されたもの等、
歴史的・技術的・社会的価値のあるかんがい施設
を国際かんがい排水委員会（ＩＣＩＤ）が認定・
登録する制度です。
登録により、かんがい施設の持続的な活用・保

全方法の蓄積、研究者・一般市民への教育機会の
提供、かんがい施設の維持管理に関する意識向上
に寄与するとともに、かんがい施設を核とした地
域づくりに活用されることが期待されています。

世界かんがい施設遺産
国名 登録数

日本 35

中国 17

スリランカ 5

韓国 4

タイ 2

エジプト 2

オーストラリア 2

メキシコ 2

インド 2

パキスタン 1

ロシア 1

イタリア 1

計 74

世界かんがい施設遺産 登録数 （平成３０年８月時点）



日本国内における世界かんがい施設遺産


